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平
成
5
年
に

日
本
初
の
滞
在
施
設
を
開
設

　
現
在
、
小
児
が
ん
や
慢
性
心
疾
患
な
ど
の
小
児
慢

性
特
定
疾
患
の
子
ど
も
た
ち
は
10
万
人
を
超
え
て
い

る
。
病
気
の
子
ど
も
を
支
え
る
家
族
は
、
付
き
添
い

生
活
に
よ
る
精
神
的
・
身
体
的
な
負
担
に
加
え
、
高

度
な
小
児
医
療
を
受
け
ら
れ
る
専
門
病
院
が
都
市
部

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
費
や
宿
泊
費
な

ど
経
済
的
な
負
担
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
病
院
で

の
入
院
や
通
院
治
療
が
必
要
な
子
ど
も
や
そ
の
家
族

に
対
し
、”病
院
近
く
の

わ
が
家
“
と
し
て
、
精

神
的
・
経
済
的
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
患
者
家

族
滞
在
施
設（
ハ
ウ
ス
）

の
重
要
性
は
高
い
。

　
東
京
都
千
代
田
区
に

あ
る
認
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
中
央
病
院
小
児
病
棟
（
東
京
都
中
央
区
）
で
闘

病
す
る
子
ど
も
の
母
親
た
ち
か
ら
の
要
望
に
対
し

て
、平
成
5
年
に
日
本
初
と
な
る
滞
在
施
設
を
開
設
。

ハ
ウ
ス
運
営
事
業
の
ほ
か
、
電
話
・
訪
問
に
よ
る
相

談
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
東
京
都
内
に
12
施

設
・
58
部
屋
の
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
て
お
り
、
延
べ

1
万
４
０
０
０
人
以
上
の
患
者
・
家
族
が
利
用
し
て

き
た
（
平
成
27
年
4
月
末
時
点
）。

　
ハ
ウ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
た
め
個
室
を
設
置
し
、生
活
に
必
要
な
寝
具
・

キ
ッ
チ
ン
、
風
呂
な
ど
を
完
備
し
て
お
り
、
ハ
ウ
ス

に
よ
っ
て
は
利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る
共
有
リ
ビ

ン
グ
を
設
け
て
い
る
。

利
用
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
サ
ポ
ー
ト

　
同
法
人
の
ハ
ウ
ス
運
営
の
仕
組
み
は
、
個
人
・
団

体
・
企
業
か
ら
の
資
金
協
力
、物
品
寄
付
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
協
力
の
３
つ
の
支
援
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。ハ
ウ
ス
自
体
も
活
動
に
賛
同
し
た
支
援
者
か
ら
、

自
宅
の
一
部
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
な
ど
を
無
償
提

供
さ
れ
た
も
の
で
、水
道
光
熱
費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
、
会
費
や
寄
付
で
賄
っ
て
い
る
。
利
用
料

金
は
、付
き
添
い
の
家
族
は
１
人
１
泊
１
０
０
０
円
、

病
気
の
子
ど
も
は
無
料
に
設
定
し
、
物
品
寄
付
さ
れ

た
生
活
必
需
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

患
者
家
族
滞
在
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

東
京
都
千
代
田
区
・
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス

　独立行政法人福祉医療機構（WAM）
が行う社会福祉振興助成事業（WAM
助成）は、国庫補助金を財源とし、
高齢者・障害者などが地域のつなが
りのなかで自立した生活を送れるよ
う、また、子どもたちが健やかに安
心して成長できるよう、NPO やボラ
ンティア団体などが行う民間の創意
工夫ある活動などに対し、助成を行っ
ています。
　今号では、WAM 助成を活用した
認定特定非営利活動法人ファミリー
ハウスの取り組みを紹介します。
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◆
法
人
概
要

● 助成実績 ●
○平成26年度
「患者家族滞在施設スタッフ養成事業」
（助成額：395 万 6 千円）
事業概要：小児がん拠点病院等の医療政策的な観点からも

患者家族の長期滞在施設の重要性が高まってい
るが、スタッフの専門性の向上、またその専門
性の継承は十分に進んでいないという現状に対
して、スタッフの資質向上および新しい人材の
確保を目的に、パイロット研修を開催するとと
もに、スタッフ養成に活用できるハンドブック
を作成する事業
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ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
役
割
と
し
て
、
単
に
安
価
で
宿

泊
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
が
安
心
し
て
心
身

を
休
め
ら
れ
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ハ
ウ
ス

ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、同
法
人
理
事
・

事
務
局
長
の
植
田
洋
子
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
は
利
用
者
を
見
守
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
よ
っ
て
お
か
れ
て
い
る
状
況

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
相
手
を
理
解
し
、
会

話
や
表
情
か
ら
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
基
本
的
に
深
入
り
は
し
ま
せ

ん
が
、
抱
え
て
い
る
悩
み
に
対
し
て
利
用
者
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
相
談
員
が
入
っ
て
対
応
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
で
は
治
療
中
の
子
ど
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
衛
生
環
境
に
は
と
く

に
気
を
遣
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
子

ど
も
た
ち
が
手
に
す
る
本
・
玩
具
の
除
菌
作
業
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
」。

　
同
法
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
３
０
０
人

を
超
え
て
お
り
、学
生
、主
婦
、社
会
人
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
の
参
加
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て

い
る
得
意
分
野
を
活
か
し
て
も
ら
い
、
利
用
者
の
日

常
を
支
え
る
清
掃
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
ほ
か
、
法
人
の

事
務
作
業
や
広
報
活
動
を

担
う
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
活
動
を
支
え
て
い
る
。

　
平
成
３
年
に
東
京
都
内

で
始
ま
っ
た
ハ
ウ
ス
活
動

は
、
各
地
で
必
要
性
を
感

じ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
全

国
に
広
が
っ
て
お
り
、
厚

生
労
働
省
の
ハ
ウ
ス
建
設

費
の
補
助
を
受
け
て
病
院

が
直
接
運
営
す
る
ハ
ウ
ス

も
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で

は
財
団
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
任
意

団
体
の
ほ
か
、
企
業
の
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
も
開

設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で

は
全
国
に
約
75
団
体
、
約

１
２
５
施
設
の
ハ
ウ
ス
が

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
９
年
に
は
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
と
の

情
報
交
換
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
法
人
が
事
務

局
と
な
り
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｊ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ハ
ウ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
発
足
。
認
知
度
向
上

の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ハ
ウ
ス
の
質
を
高
め
る

研
修
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団

体
が
一
堂
に
会
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
向
上
と

養
成
が
課
題

　
現
在
、
同
法
人
が
抱
え
る
ハ
ウ
ス
運
営
の
課
題
と

❖ハウスゆいまーる（マインド部分の抜粋）❖

マ
イ
ン
ド

小項目の定義
学習意欲があること。仕事に
対して真剣であること。失敗
を繰り返さない努力ができて
いること。わきまえること。
素直な驚きをもてること。

自分で考え、判断して行動で
きること。

利用者や外部からのプレッ
シャーに耐え、冷静に対処で
きること。タフさ。明るいこ
と。健康なこと。精神的に強く、
不安定にならないこと。

人間の生きる意味。目的を探
求していること。人生の機微
をわかっていること。

小項目

素直さ　
・謙虚さ

自立心

ストレス
耐性

死生観

原則を知っていて、それでも
目的のためにもう一歩踏み出
そうと工夫する心。前向きで、
使命感、向上心があり、自分
の仕事に対して情熱を持って
いること。

大項目の定義

自立していて「生きる」とい
うことに対して、自分なりの
信念をもっている人。どのよ
うな状況でも、学び続けるこ
とができ、他者とともに人生
を前向きに愉しめること。自
分自身の負うべき責任を理解
し、感情をコントロールでき
ること。

人が好きであること。利用者
を見守り、利用者に寄りそう
意識。利他的思考。

対等性の価値観を持てること。
他者への尊重・尊敬ができる
こと。相手を心から受け入れ
る姿勢。利用者とハウスを一
緒に作っていくという気持ち。

大項目

成熟した
大人

愛　　情

常に限界に
チャレンジ
する心

オープン
マインド

同法人は東京都内に12施設・58部
屋のハウスを運営。中央区にある「か
ちどき橋のおうち」（写真左）、「うさぎさんのおうち」（写真右）は、
国立がん研究センター中央病院の徒歩圏内に立地する

「うさぎさんのおうち」

「かちどき橋のおうち」

john
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し
て
、
在
院
日
数
の
短
縮
化
に
よ
り
付
き
添
い
家
族

の
利
用
だ
け
で
な
く
、
患
者
自
身
の
宿
泊
が
増
え
て

い
る
と
と
も
に
、
医
療
の
進
歩
に
と
も
な
い
ハ
ウ
ス

へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
ハ
ウ

ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。ま
た
、小
児

が
ん
拠
点
病
院
の
指
定
要
件
に
患
者
家
族
の
滞
在
施

設
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
ハ
ウ
ス
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た

が
、今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
継
承

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
専
門

性
の
向
上
と
人
材
養
成
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
に
つ
い
て
、
同
法
人

理
事
の
小
山
健
太
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
病
気
の
子
ど
も
と
家
族
の
た
め
に
役
立
つ
ハ
ウ

ス
を
運
営
す
る
に
は
、
専
門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
言
語
化
は
難
し

く
、
新
し
い
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
と
ハ
ウ
ス
運
営
の
専

門
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ

フ
の
専
門
性
を
言
語
化
す
る
た
め
に
、
平

成
22
年
か
ら
3
年
間
か
け
て
、『
マ
イ
ン

ド
』、『
ス
キ
ル
』、『
知
識
』の
3
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
に
分
け
、
ス
タ
ッ
フ
に
必
要
な
専
門

性
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を

『
ハ
ウ
ス
ゆ
い
ま
ー
る
』と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
（
17
頁
図
表
）。
平
成
25
年
に
沖
縄

県
で
開
催
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
発

表
し
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
と
共
有

し
て
い
ま
す
。
な
お
、『
ゆ
い
ま
ー
る
』と

は
、沖
縄
県
の
言
葉
で
”相
互
補
助
“と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
」。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

ス
タ
ッ
フ
養
成
事
業
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ま
で
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
と

共
有
し
て
き
た
取
り
組
み
を
全
国
の
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
す
る
た
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
26
年

度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
患
者
家
族
滞
在
施

設
ス
タ
ッ
フ
養
成
事
業
」と
し
て
実
施
し
た
。
同
事

業
は
、ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向
上
や
新
し
い
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
ま
と
め
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
研
修
に
活
用
で
き
る
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ハ
ウ
ス
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ 

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
作

成
、
②
滞
在
施
設
の
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て

い
く
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
よ
り
実
践
の
場
で
使
い
や
す
い

も
の
に
な
る
よ
う
に
実
施
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
研
修
会

は
、
東
京
都
で
３
回
、
大
阪
府
で
１
回
開
催
し
、
そ

こ
で
は
実
際
の
ハ
ウ
ス
で
の
事
例
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク

を
中
心
に
、
病
気
の
子
ど
も
と
家
族
の
現
状
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
内
容
の
ほ
か
、
医
療
の

知
識
を
深
め
る
た
め
に
専
門
医
に
よ
る
小
児
が
ん
治

療
の
講
義
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
研
修
後
に
は
、
同
法
人
理
事
長
の
江

口
八
千
代
氏
を
中
心
に
、
他
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
や

医
療
従
事
者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
で
も
実
践
で
き
る
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
内

容
に
つ
い
て
別
の
視
点
か
ら
議
論
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
を
共
有
で
き
る

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

　
完
成
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
新
し
く
ス
タ
ッ
フ

26年度の助成事業では、質の高
いハウススタッフを養成するため
のハンドブックと滞在施設の取り
組みを周知するパンフレットを作
成。全国のハウス運営団体をはじ
め、関係機関に広く配布した

　平成3年に国立がんセンター中央病院に
入院する患者家族の声から始まったハウス
活動は、25年が経ちます。単に経済的な
負担が少なく宿泊できることにとどまらず、
トータルケアの一環として、病気の子ども
とその家族が“その人らしく生きる”こと

を支援してきました。
　近年では、医療の進歩や医療政策の転換から、ハウスに求められる
ニーズは多様化・高度化し、重症度の高い方や医療機器を装着した状
態の患者を受け入れることが増えてきました。その際には医療者に訪
問してもらい、利用する部屋の設備を確認したり、ハウスが留意する
ことや緊急時のシミュレーションをして対応しています。
　将来的には在宅へ移行するための中間施設的な役割や、ターミナル期
の方の利用も視野に入れた活動をしていく必要があると考えています。

認定特定非営利活動法人ファミリーハウス
理事長　江口  八千代氏

ハウスに求められるニーズが多様化
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に
な
っ
た
人
で
も

専
門
性
を
共
有
し

理
解
で
き
る
内
容

と
し
て
お
り
、
ハ

ウ
ス
の
必
要
性
か

ら
始
ま
り
、歴
史
、

役
割
、
専
門
性
、

研
修
会
の
事
例
な

ど
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
と
し
て
必
要
な
「
マ
イ

ン
ド
」、「
ス
キ
ル
」、「
知
識
」
を
可
視
化
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
５
０
０

部
作
成
し
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体
や
医
療
関
係

者
な
ど
に
配
布
し
た
。

　「
滞
在
施
設
の
必
要
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、専
門

性
を
高
め
る
研
修
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
関
係
機
関
に
発
信
し
て
い
き
、
全

国
の
ハ
ウ
ス
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
を
高

め
て
も
ら
い
、そ
こ
か
ら
連
携
が
深
ま
る
こ

と
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
役
に
立
つ
ハ
ウ

ス
運
営
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」と
小

山
理
事
は
説
明
す
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

新
し
い
人
材
の
養
成
研
修
に
も
活
用
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
で
き
た
こ
と
は
、
活
動
を
継

続
し
て
い
く
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
た
反
響
と
し
て
、

他
団
体
か
ら
研
修
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
年
10

月
に
開
催
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
分

科
会
の
中
で
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
た
研
修

会
を
開
催
し
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体

と
共
有
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
の
ハ
ウ
ス
運
営
団
体

で
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
っ
た

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
て
い
る
課
題

は
異
な
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
各
団
体
に
あ
わ
せ
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
が
必
要
な
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

モ
デ
ル
と
な
る

「
理
想
の
家
」
の
建
設
を
構
想

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
医
療
と
の

連
携
が
可
能
と
な
る
設
備
と

立
地
を
備
え
た
法
人
独
自
の

ハ
ウ
ス
「
理
想
の
家
」
の
建

設
を
構
想
し
て
い
る
。

　「『
理
想
の
家
』
は
、
病
棟

か
ら
な
か
な
か
外
に
出
る
こ

と
が
で
き
な
い
患
者
が
、
病

院
か
ら
徒
歩
で
い
け
る
ハ
ウ

ス
で
、
家
族
と
団
ら
ん
が
で

き
、
そ
こ
で
治
療
や
看
取
り

も
可
能
な
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

建
設
場
所
は
、
国
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
中
央
病
院
に
隣
接
す

る
築
地
市
場
（
東
京
都
中
央

卸
売
市
場
）
移
転
後
の
跡
地

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
す

で
に
同
院
か
ら
全
面
的
な
協

力
の
合
意
を
受
け
る
と
と
も

に
、
寄
付
金
な
ど
に
よ
り
建

設
費
の
目
途
も
つ
い
て
い
ま

す
。
病
気
と
闘
う
子
ど
も
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
モ
デ
ル

と
な
る
ハ
ウ
ス
を
目
指
し
て

い
ま
す
」（
植
田
事
務
局
長
）。

　
助
成
事
業
で
作
成
し
た
質

の
高
い
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
同
法
人

が
構
想
す
る
「
理
想
の
家
」

が
、
患
者
家
族
を
支
え
る
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
全
国
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

　患者家族に役立つハウスにしていくために
は、これまでのハウス運営のなかで見出され
た専門性を、新しいスタッフに継承していく
ことが課題としてありました。WAM助成で
作成したハンドブックは、ハウススタッフだ
けでなく、ボランティアを含めたハウス運営

に関わるすべての人たちの研修に役立つ内容になっています。
　また、医療・福祉専門職の養成にも活用できる内容を含んでいるこ
とから、医療・福祉関係者からも研修に活用したいとハンドブックを
要望する声が寄せられています。ハウス運営団体以外の広い領域の発
展に寄与できたことも助成事業の大きな成果となりました。
　現在、当法人ではこれまでの運営ノウハウを活かして、「理想の家」
の建設に向けて動いていますが、全国のモデルとなるような質の高い
ハウスを作っていきたいと考えています。

認定特定非営利活動法人ファミリーハウス
理事・事務局長　植田  洋子氏

広い領域のスタッフ養成に活用

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

助成事業部 助成計画課（助成事業の広報に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-4756

助成事業部 助成振興課（助成事業の審査・各種事務手続き、事業評価に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-9942
 FAX  : 03-3438-0218（共通）

認定特定非営利活動法人
ファミリーハウス 理事

小山  健太氏

john
WAMpdfスタンプ


